
【資料 1】 

実施希望調査に伴う留意事項（都道府県体育・スポーツ協会用） 

1. コーチ 1 

項目 留意事項 

受講条件 ・受講年の 4月 1日現在、満 18歳以上（一部の競技を除く）の者。 

※ 中央競技団体が別に受講条件を定めている場合があるため、詳細は各中央競

技団体へ問い合わせること。 

・指導者マイページから申込ができる者。 

受講方法 【共通科目Ⅰ】 

日本スポーツ協会が開催するコーチングアシスタント養成講座に申込・受講 

※ 専門科目とは別途申し込みが必要となります。 

【専門科目】 

都道府県体育・スポーツ協会（都道府県競技団体）または中央競技団体が実施する

講習会・検定試験を受講 

※ 各中央競技団体の独自資格（競技団体認定資格）を保有する者は、コーチング

アシスタント養成講座の受講・修了後、資格の免除申請を行うこと。 

例：日本水泳連盟公認基礎水泳指導員資格保有者 

 

2. コーチ 2 

項目 留意事項 

受講条件 受講年の 4月 1日現在、満 20歳以上（一部の競技を除く）の者。 

※ 中央競技団体が別に受講条件を定めている場合があるため、詳細は各中央競

技団体へ問い合わせること。 

指導者マイページから申込ができる者。 

受講方法 【共通科目Ⅱ】 

＜事前学習＞ 

リファレンスブックおよびワークブックによる自宅学習及びオンラインでの知識確認テ

ストを受験する。 

＜講習会＞ 

都道府県体育・スポーツ協会が主催する集合講習会または日本スポーツ協会が主催

するオンライン講習会を受講する。 

＜注意事項＞ 

① オンラインテストで合格点に達した受講者が、共通科目Ⅱ講習会を受講できる。 

② オンラインテストの受験にあたり、インターネット環境が必要となるため、指導者マ

イページからの申込を必須とする。 

※ 令和元（2019）年度からコーチ 2 は共通科目Ⅱのみの受講となっている（共

通科目Ⅰの受講は不要）ため、共通科目の一部免除が廃止となりました。 

※ 受講者は全日程の参加をもって受講扱いとなります。部分受講（一部欠席）

は認められません。 

＜専門科目＞ 

都道府県体育・スポーツ協会または中央競技団体が実施する講習会・検定試験を受

講する。 

（講習会開催 1カ月前からスタート） 



3． コーチ 1、コーチ 2共通事項 

項目 留意事項 

講習会期間 ＜委託講習会（委託期間）＞（予定） 

令和 5年 4月 1日（土）～令和 6年 1月 21日（日） 

＜独自講習会＞ 

下記の報告書提出期限（令和 6年 2月 26日（月））までに間に合う期日 

申請書提出期限 ＜委託講習会＞ 

講習会開始 1カ月前もしくは令和 5年 11月 24日（金）のいずれか早い期日 

＜独自講習会＞ 

講習会開始 1カ月前 

報告書提出期限 ＜委託講習会＞ 

講習会終了後 1カ月以内もしくは令和 6年 1月 26日（金）のいずれか早い期日 

＜独自講習会＞ 

講習会終了後 1カ月以内もしくは令和 6年 2月 26日（月）のいずれか早い期日 

委託実施最小人数 

【資料 1別表】を参照 

競技によって異なるため注意すること 

申込期間 コーチ 1：実施団体が定める 

コーチ 2：実施団体が定める 

※事務作業の流れについては、【資料 2】・【資料３】を参照。また、上記期日は厳守すること。 

 

4． 注意事項等 

【共通科目Ⅰ】 

⚫ 共通科目Ⅰが免除とならない場合は、日本スポーツ協会が開催するコーチングアシスタント養成講座を

受講いただきます。 

※ 令和 4年度まで学校法人 NHK学園による通信講座形式で実施しておりましたが、令和 5年度より

日本スポーツ協会がオンライン形式にて実施いたします。 

※ 受講にあたっては、PC又はタブレット端末等の機器、インターネット通信回線等が必要になります。 

⚫ 詳細については、実施決定通知時に改めてご案内するほか、後日当協会ホームページに掲載する「受

講の手引き」にてご案内いたします。 

⚫ 従来実施していた「スポーツリーダー養成講習会」に代わり、2023 年度より「コーチングアシスタント養成

講習会」を都道府県体育・スポーツ協会で実施いただくことも可能です。こちらにつきましても、詳細は

実施決定通知時に改めてご案内いたします。 

 

【共通科目Ⅱ】 

⚫ コーチ 2専門科目を実施する場合、原則共通科目Ⅱ講習会を実施するようにしてください。 

※ 共通科目Ⅱの実施できない場合は、事前に必ず近隣の都道府県体育・スポーツ協会と共通科

目Ⅱの開催についてご調整の上、近隣都道府県で受講の受け入れが可能であることを確認し、

専門科目講習会を開催するようにしてください。 

⚫ 講習会の実施にあたっては集合講習形式での実施をお願いいたします。 

※ 集合講習日程表等、講習会開催に係る関連資料（令和 4年度版）は以下から確認可能です。 

※ 集合講習については、令和 4年度と同様に 2日間の日程となる予定です。 

https://drive.google.com/drive/folders/1wAG7sLNDnQfSRtNekrK4IqNYZj5yS-7b?usp=sharing 

⚫ コーチデベロッパーについては、日本スポーツ協会において手配いたしますので、各団体での手

配・調整等は不要です。 

⚫ 過年度受講者や、中央競技団体が実施するコーチ２専門科目の受講者が、都道府県体育・スポー

ツ協会が実施する共通科目Ⅱ講習会を受講する場合があります。そういった受講者から申し込み

があった際は、可能な限り受講を受け入れていただくようお願いいたします。 

https://drive.google.com/drive/folders/1wAG7sLNDnQfSRtNekrK4IqNYZj5yS-7b?usp=sharing


※受講にあたっては、PC 又はタブレット端末（マイク、カメラを有する機器）、インターネット通信回線、

Office(Word、Excel、PowerPoint等)、アプリケーション等が必要となります。 

 

【専門科目】 

⚫ 委託講習会に関する経理処理基準は実施内定通知時にお送りします。 

⚫ コーチ１養成講習会の申込期間については、実施団体において募集期間・申請書提出期限等を考慮※

し、決定してください。 

※ 申込締切は遅くとも講習会実施 1 か月前までに受講者の承認作業が完了する期日にて設定してく

ださい。 

⚫ 新型コロナウイルス感染症の影響に鑑み、令和 5年度の講習形態については、それぞれ以下のとおりと

いたします。 

➢ 基礎理論に関する講義（座学） 

集合講習形式の全て（一部も可）をオンライン講習形式で実施することも可能といたします。 

➢ 実技・実習に関する講義（実技） 

中央競技団体が認めた場合に限り、オンライン講習形式での実施を可能といたします。中央競技団体

が定めるオンライン講習のガイドライン等に基づき実施してください。また、オンライン講習形式で実施

する場合、以下の点について、講習会実施 2 か月前までに日本スポーツ協会に連絡の上、承認を得

るようにしてください。 

① 開催期日 

② 実施方法 

③ 出欠確認方法について 

④ その他（中央競技団体への連絡状況等） 


